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１ 橋梁長寿命化修繕計画の背景・目的 

１）背景 

中核市「旭川市」から北東へ約１５km、車で約３０分の距離に位置しています。山と河川に囲まれ、 

南西部から北にかけては山林地帯を形成、自然の丘陵が起伏しながら大雪連峰に連なっています。 

  当麻町が保有する 88 橋梁は古いものが多く、10 年後には橋梁の約 60％、20 年後には橋梁の 90％ 

弱が建設から 50 年以上経過する橋梁になる。 

 

 

 

 

 

 

２）目的 

  当麻町では、町民の交通を確保しつつ既存の橋 

梁を大切に使っていくために、①適切な劣化状態 

の評価、②橋梁を長持ちさせるための工夫、③必要 

に応じた修繕を実施する。これらの作業を効率的 

に行うため、橋梁長寿命化修繕計画を策定し、橋   

梁の修繕・架替えに関わる費用の縮減を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じた修繕のイメージ 

より安価に 
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２ 橋梁長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 

３ 日常的な維持管理に関する基本的な方針 

日常的な維持管理に関する基本的な方針 

⚫ コンクリート等の傷みを減らすため、春には排水管の土砂除去を実施する。 

⚫ 結氷による傷みを減らすため、秋には排水管の枯葉除去を実施する。 

⚫ 修繕が必要な箇所は、適宜修繕を実施する。 

⚫ 大雨や洪水、地震の際は、必要に応じたパトロールを実施する。 

⚫ 橋梁に異常が認められた際は、通行止めや修繕等の緊急対策を実施する。 

 

４ 対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮滅等に関する基本的な方針 

１）老朽化対策における基本的な方針 

⚫ 橋梁長寿命化修繕計画に基づき、5 年ごとに全 88 橋の定期点検を実施する。 

⚫ 点検結果に基づき、健全度の確認、修繕計画の修正を実施する。 

⚫ 全対象橋梁について、策定した長寿命化修繕計画に基づいて、順次修繕を実施する。 

⚫ 点検および修繕した結果は、点検調書等に記入し、電子データとして保存します。 

 

  ２）新技術の活用方針 

⚫ 修繕及び定期点検で、新技術や新工法の活用を検討し積極的に活用します。 

⚫ 橋梁の定期点検を効率的に行うため、画像診断等の新技術を令和 7 年度までに対象橋梁の 3 割程度

で導入することを目標に努めていきます。 

 

３）集約化・撤去に関する方針 

⚫ 迂回路が存在し、集約が可能な橋梁について、令和 7 年度までに 1 橋程度の集約化、撤去を検討し

ます。コスト縮減効果は、0.5～1 百万程度を想定しております。 

 

４）費用縮減に関する方針 

⚫ 修繕および定期点検で、ライフサイクルコストの検討を行い、新技術や新工法の活用を検討します。 

⚫ 橋梁の定期点検で新技術を 3 割程度で活用し、令和 7 年度までに 1 百万のコスト削減を目標に努め

ていきます。 

町道１級 町道２級 町道その他 合計

29 19 40 88

うち計画の対象橋梁 29 19 40 88

うち、これまでの計画策定橋梁数 29 19 40 88

〇 橋梁長寿命化修繕計画の対象 ＝ 88橋

全管理橋梁数
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５ 対象橋梁の状態及び点検時期、修繕内容・時期 

⚫ 別紙対象橋梁一覧による。 

 

６ 橋梁長寿命化修繕計画による効果 

⚫ 今後 60 年の修繕・架替え事業費（予防保全型、大規模補修・更新型）を試算した結果、予防保全型

の累計は約 80 億円、大規模補修・更新型の累計は約 220 億円となり、予防保全型の維持修繕を実施

することにより約 140 億円（約 40％）のコスト縮減効果が期待できる。 

⚫ 修繕を計画的に実施することで、町の財政負担の平準化が計られる。 

 

 

 

７ 計画策定担当部署及び意見聴取した学識経験者等の専門的な知識を有する者 

１）計画策定担当部署 

当麻町建設水道課 ＴＥＬ 0166-84-2111  

 

２）意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 

R2 年度（2020 年 1 月） 国立研究開発法人 土木研究所  

             寒地土木研究所 寒地基礎技術研究グループ   

              寒地構造チーム  上席研究員 葛西 聡 

                       主任研究員 秋本 光雄 
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８ 補修優先順位の考え方 

 

 維持管理計画策定の基本方針  ---------------------------------------------------- 

・管理橋梁すべてを対象に、効率的・効果的なメリハリのある管理を実施するために、 

交通量や環境条件等を考慮した維持管理区分の分類を行う。 

・損傷程度に応じるとともに、維持管理区分との関係から効率的な管理の実現を目指す。 

----------------------------------------------------------------------------------- 

 維持管理区分判定基準 

        

（『市町村版橋梁長寿命化修繕計画策定の手引き（案）』 P.7より） 

 補修補強の優先順位付け  --------------------------------------------------------- 

橋梁マネジメントシステムでは、以下に示す手順に基づき、補修補強の優先順位付けを 

各橋梁の部材単位（径間毎）で行っている。 

 ----------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

図 優先順位の考え方 
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 橋梁長寿命化修繕計画の見直し条件  

 

 

① 橋梁定期点検について 

今後 10年間の修繕計画の中で、管理橋梁の定期点検を 5年毎の周期で実施する 

ものとし、実施年を 2020年（令和 2年）～2024年（令和 6年） 

2025年（令和 7年）～2029年（令和 11年）に設定する。 

 

② 健全度把握について 

点検結果の損傷判定等から健全度を判定・把握する。 

 

③ 修繕計画の立案について 

健全度に基づき、低コストかつ長寿命化を図れる最適な修繕計画を立案する。 

また、点検結果に基づく健全度および損傷状況に応じて修繕計画を見直す。 

 

④ 対策実施について 

管理橋全橋に対して策定した橋梁長寿命化修繕計画に基づいて、順次修繕を実施する。 

 

⑤ 記録の保存について 

点検および修繕記録は、橋梁台帳や点検調査票等に記入し、電子データとして保存 

する。  

図 橋梁管理の流れ 

 


